
質 疑 応 答 書

平成２６年　５月２２日

  　江戸崎地方衛生土木組合

管理者　田　口　久　克　様
　　　　　　　　　　　　　　入札（見積）人住所　
　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　
　　　　　　　　　　　　　　質問者氏名　
以下のとおり，質疑応答書を送付いたします。

	業務名
	施設整備計画支援業務

	質　問
	１．焼却施設等の配置は、決まっているのですか。また、見直しは、提案できるのですか。

	回　答
	　　基本的な配置については、「基本計画」の図６－２、図６－３を参考にしてお考えください。多少の変更については認めますが、大幅な変更については認めません。


	質　問
	２．煙突は、地震のことを考えると、建屋と分離、独立させることが良いと思いますが、その提案はできますか。

	回　答
	　　貴社の自由な発想で結構です。


	質　問
	３．エネルギー回収推進施設（ごみ焼却施設）の事業計画額が、４８億円（約6,850万円/ごみｔ）とのことですが、廃熱ボイラを付帯し、小型発電機の設置も可能な額ですか。その様な提案は、できるのですか。

	回　答
	　　余熱利用計画については、高効率発電も視野にいれた工事額としていますので、貴社の自由な発想で結構です。


	質　問
	４．排ガス冷却方式は、水噴射式とのことですが、廃熱ボイラに変更し、小型発電機（160ｋＷ×２台）の設置も可能で、事業運営する上では、コスト的に安価になると思います。このような提案は可能なのですか。

	回　答
	　　質問３に同じ


	質　問
	５．建設費の予算は、十分有り過ぎますが、何か理由（地盤の改良工事、掘削工事など）があるのでしょうか。

	回　答
	　　別にありません。



	質　問
	６．建設費を安価にするためには、地下部分を少なくすることが好ましいのですが、騒音・振動の防止のために、地下部分をＧＬ－１５ｍが、一般的ですが、そのような制約条件があるのでしょうか。

	回　答
	　　制約条件はありません。


	質　問
	７．竣工後の事業運営は、基本計画（平成２６年３月）によると「ＤＢＯ方式」に決定とのことですが、その通りでよいのでしょうか。

　ＤＢＯ方式での契約期間は、国のガイドラインに沿った長期包括（３年～５年間）で考えているのですか。期間は何年を考えておりますか。

　竣工後の事業運営の方式・期間により、工事仕様書の内容が異なり、建設費にも関係します。どのような事業方式を考えておりますか。または、検討事項でしょうか。

	回　答
	　　お見込みのとおりＤＢＯ方式になります。
　　契約期間については今後の検討事項になります。


	質　問
	８．測量の範囲は、決まっているのですか。（例えば、建設用敷地及び搬入路など）

	回　答
	　　拡張予定地も含む建設予定地全体になります。


	質　問
	９．地質調査（ボーリング７本）の位置については、決定がなされているのですか。一般的には、建設業者が地質調査を契約後に行っておりますが、そのような条件がつくのですか。

	回　答
	　　位置決定はしていません。予備調査の一環で行う地質調査になります。
　　もちろん契約後に建設業者が行う地質調査も必要です。


	質　問
	10．排水処理は、クローズドシステムということですが、生活排水（し尿など）は、下水道放流と考えてよいのですか。

	回　答
	　　お見込みのとおりです。


	質　問
	11．電気の受電電圧は、6600Ｖですか、22,000Ｖですか。
　東京電力からの受電電圧（計画）をお知らせください。

　なお、地絡サージを考えると、22,000Ｖ以上が好ましいです。

　また、特高ケーブルは１回線ですか。もしくは、２回線ですか。
　あるいは、これらの条件もこれから検討し、決定するのですか。

	回　答
	　　現在の契約は高圧ですので6600Ｖになります。
　　これらの条件については今後、検討し、決定することになります。


	質　問
	12．調整池は、新しく造成するのですか。もしくは、現在ある調整池を改修するのですか。

	回　答
	　　新しく造成します。


	質　問
	13．生活環境アセスメントでは、大気質調査用のアドバルーン（冬季）を上げることになっていますが、放射能の測定は不要なのですか。

	回　答
	　　国の指針の中に放射能の測定は含まれていないと解していましたが、逆に質問の根拠となるものがあれば、ご教示願います。


　

	質　問
	14．生活環境アセスメントは、スコーピング（住民の意見の取り込み）を行うことになっていますが、このことは、既に住民に説明済みでしょうか。
　この住民対応もコンサルタント業務に含まれているのでしょうか。

	回　答
	　　生活環境アセスメントに係るすべての内容が業務の中に含まれます。


	質　問
	15．施設建設及び生活環境アセスメントの実施については、周辺住民への同意は、これからですか。
　もしくは、同意が得られているのですか。

	回　答
	　　同意についてはまだです。
　　しかし、施設整備検討員会の委員に地元の代表者を選出し、意見聴取及び計画については説明してあります。


	質　問
	16．基本計画（平成２６年３月）によると、解体は、ごみ焼却施設、管理棟が対象となっていますが、ダイオキシン類、ＰＣＢ、アスベストの有無、及び分析は終わっているのでしょうか。

　もしくは、解体工事仕様書に記入すべき内容なのですか。

	回　答
	　お見込みのとおり、解体工事仕様書に盛り込む内容になります。


	質　問
	17．建設予定地の「現場見学」は、「提案書」を提出する前にお願いしたいのですが、ご了解いただけますか。

　なぜなら、「提案書」の書き方、及びプロポーザルの「プレゼンテーションの方法」にも係わってくるためです。
　是非お願いしたい重要事項です。

	回　答
	　「現場見学」については予定していません。
　組合の敷地内を事前に見ていただくことは差支えありません。
　建設予定地については、現在の組合の敷地とこれから買収予定の組合東側の雑木林になります。

　なお、買収予定地は、基本計画Ｐ．７１、７２の施設全体配置（案）の市道稲（江）５１６６号線の東側部分になります。


	質　問
	18．「施設基本計画」の「技術アンケート調査」は、基本計画（平成２６年３月）のなかで記載されていますが、再度「技術アンケート調査」を行うのですか。また、その調査内容は、どのようなことをお考えですか。

	回　答
	　　ごみ焼却施設建設発注手続き支援等業務の計画条件を設定するうえで必要に応じて「技術アンケート調査」を考えるものです。


